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小・中の連携に立つ英語教育課程の編成 
 
Cooperation Between an Elementary School and Junior High School  






 平成 23 年度、小学校で英語教育が必修化されて以来、小学校の英語教育から中学校の英語教育への適切な
接続が求められてきている。接続のキーワードは「小・中の連携」であり、その実現は「情報交換」、「教員交









































 厚真町には小学校、中学校が 2 校ずつあり、小学































体育・生活から 2 25 
3 25 ・総合的な学習の




な学習の時間から 6 50 




























ら得た 15 時間（1 年生のみ 10 時間）を加えた時間
で、より発展的なコミュニケーション活動に取り組
んでいる。 
学 年 英 語 科 コミュニケーション科
1 120 時間 30 時間 
2 120 時間 35 時間 
3 120 時間 35 時間 






























































































 「厚真プロジェクト」は 6年生の 2月に実施され、
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